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1.ロードマップ

第14回建築BIM推進会議
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2.BIM活用ウェビナーの動画配信

第14回建築BIM推進会議

BIM施工標準活用事例シート

BIM活用ウェビナーコンテンツ一覧
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2.BIM活用ウェビナーの動画配信

第14回建築BIM推進会議

No. 題  　名 発  表  者 動  画

1 空調衛生工事業の業務におけるBIM活用 BIM推進委員会 17:39

2 事例シートNo.01「建築プラン連携による設計計算業務の簡素化」 高砂熱学工業（株） 10:39

3 事例シートNo.10「部材情報を資材コードとリンクした発注業務に活用」 三建設備工業（株）   7:55

4 事例シートNo.18「発注・工程・試運転をWEBで管理」 新菱冷熱工業（株） 11:02

5 工業化に取り組んだ結果 BIMだった件 （株）ヤマト 16:22

2025年2月末時点アクセス数 約1600件
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3.提言書の作成・公表

第14回建築BIM推進会議

２０２１年11月19日
建設通信新聞より抜粋

２０２５年1月16日
建設通信新聞より抜粋
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3.提言書の作成・公表

第14回建築BIM推進会議

１. BIM業務における

権利保護の考え方 

1）空調衛生設備工事会社が

設計フェーズでBIM作成

及び技術協力したBIM

データは著作権の対象で

あり、作成者である空調

衛生設備工事会社も、そ

の権利を有する。 

2）空調衛生設備工事会社が

設計フェーズ・施工

フェーズでBIMデータを

作成する際、各社の施工

ノウハウの権利保護を目

的に、事前に覚書を締結

することを要望する。 

提言内容
日空衛は建設業におけるBIMの健全な導入・発展に向け、下記の考え方を提言する。

BIMモデルの取り扱いに関する覚書例

（出典：日建連BIMモデルの取扱いに関する覚書 例
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２. BIM業務における報酬水準の考え方 

１）今後の更なるBIM推進への寄与を目的とし、設計におけるBIM業務報酬の参考となる基準を会員企業へのアン

ケートにより算出した。結果、国土交通省告示第八号で示される標準的な設計作業と比較して建築物の類型に

よっては平均値で3倍以上の業務量が過大である傾向が確認された。BIM作業に対する相応の対価設定となるべく、

実情に応じた業務請負契約を締結することを要望する。 

２）BIMを活用した各種シミュレーションやCG・VR作成、発注者と受注者間等がデータ共有するための共有データ環

境（CDE環境）の構築など、標準業務に付随する追加的な業務を行うことも多数あり、これらの業務については

BIMデータ作成業務とは別に業務請負契約を締結することを要望する。 

3.提言書の作成・公表

第14回建築BIM推進会議

乖離率一覧 0.205

別表 施設用途 最大 最小 平均

第２の２ 生産施設 476% 257% 317%

第４の１ 業務施設 219% 133% 165%

第８の２ 専門的教育・研究施設 359% 120% 185%

第９の２ 宿泊施設 156% 15% 97%

第10の２ 医療施設 138% 112% 119%

第12の２ 文化・交流・公益施設 543% 50% 159%

告示八号とBIM業務量比較事例
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３. BIM業務の施工標準活用の考え方

１）設計業務に関して、施工部門への円滑なデータの引継利用のためにも「建築レイアウトの早期 確定」や「BIMモデルへの情

報入力・ファミリの標準化」を推進することを望む。 

２）建築工事に関して、設備ルートの早期確定のためにも「設計変更に対する早期合意形成・建築 BIMモデルの随時更新」の推

進、また現場での品質検査の効率化のためにも「品質検査帳票 書式の標準化」を推進することを望む。 

３）円滑なBIM業務の遂行に関して、BIMの効率性と品質を最大限に発揮するための業務全体のワークフローを再構築し、BIM

を前提とした工程の策定を推進することを望む。 

４）BIMソフトに関して、建設業は異なる企業群でプロジェクトを推進することが一般的であることから、異なるソフト間でも

BIM活用が円滑になるよう、プロパティ情報の標準化を推進することを望む。 

５）人材育成に関して、基本的な空調衛生設備技術の教育を十分に行ったうえで、BIM操作スキル 教育等に力を注ぐべきである。

3.提言書の作成・公表

第14回建築BIM推進会議

BIM活用事例における前工程対象者の課題と要望例
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4.団体会員向けBIM関連セミナー講演

タイトル：BIM実装社会における有効活用に向けて

令和7年（2025年）2月13日：長野空衛協会 参加者約40名

2月２７日：新潟空衛協会 参加者約60名

第14回建築BIM推進会議

目次

1.はじめに ～BIMとは何か～

2.国交省のBIM普及に向けた取組

2.1.これまでの経緯

2.2.BIMによる建築確認申請

2.3.ガイドラインの改定

2.4.BIM活用の効果検証事例

3.日空衛のBIM活用の考え方及び方向性

3.1. BIMに対する日空衛としての考え方

3.2. 「BIM実装社会に向けての提言」

3.2.1.権利保護について

3.2.2.報酬について

4.施工フェーズにおけるBIM導入の動向

4.1. 施工フェーズへのBIM活用事例

4.2. 将来的なBIM活用の方向性（動画）



一般社団法人

日本空調衛生工事業協会
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